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 要 旨 
目的： 
口腔がんや喉頭がん等の気道のがんや食道がん等の消化管のがんは世界的に増加してい

る。その増加割合は若年者で多く認められる。一部の文献ではこれらの気道のがんや消化

管のがんの患者に喫煙習慣や飲酒習慣を伴わないことが報告されている。そこで、50 歳未

満の若年者において、これらのがんに影響を及ぼす生活習慣要因を明らかにすることとし

た。 
方法： 
欧州 10 カ国において症例・対照研究を実施した。症例は口腔がん、咽頭がん、喉頭がん、

食道がんとし、対照は性別と年齢をマッチした院内患者、もしくは一般地域住民とした。

これらのがんに対するオッズ比(OR)と 95%CI(95%信頼区間)を算出した。 
結果： 

50 歳未満では 356 例のがん症例と、419 例の対照において検討を行った。喫煙はがん発

症のリスク上昇と強い関連を認めた(OR(95%CI)=(5.5(3.2-9.5))。喫煙本数の増加とともに

がん発症のリスク上昇を認めた。飲酒は現在飲酒も過去飲酒もがん発症のリスク上昇と関

連を認めた（OR(95%CI)=現在飲酒 1.8(0.97-3.3)、過去飲酒 3.4(1.6-7.4)）。飲酒年数の増加

とともにがん発症のリスク上昇を認めた。果物と野菜の摂取頻度が多い者はがん発症のリ

スク減少を認めた。 
結論： 
若年者の気道のがんおよび消化管のがんのリスク要因は高齢者で明らかにされている要

因と同様であった。若年者においても高齢者と同様のがん予防啓発をすべきである。 

 




